
申請者 徳島県ほか７自治体※ 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

455,892千円
（128,500千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
気候変動対策や脱炭素社会の推進に向けた普及啓発等を図る。
環境先進県としての取組に賛同する企業や人材等の集積・移住交流の推進を図る。
次世代の「グリーン社会」を担うGX人材の育成を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
自然エネルギー等導入に向けた普及啓発・広報活動や、Ｇ
Ｘ推進に伴う県内外への魅力発信及び県外企業・人材等
の誘致・交流促進、次世代GX人材育成確保に向けた環
境教育などに取り組み、サステナブルで活力ある地域づくりを
実現する。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・SDGs地域づくりの推進（委託料等）23,786千円
・首都圏等における魅力発信・広報活動等（委託料等）8,280千円
・地域課題解決力を有する次世代人材の育成（委託料等）5,126千円

等

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①本県への年間移住者数＋準移住者数（＋1,588人）
②地域でのGX推進に向けた協働活動実践企業・団体数（＋24企業・団
体）
③「とくしまエコパートナー」の協定締結企業・団体数（＋29企業・団体）
④樵木林業関連産業の新規就業者数（＋2人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：「グリーン社会とくしま」の実現によるサステナブルな地域づくり推進事業

※徳島県、徳島市、三好市、阿南市、那賀町、牟岐町、美波町、海陽町の広域連携事業



申請者 徳島県、徳島市 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

782,082千円
（126,799千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
ＧＸ・ＤＸによる本県企業の競争力強化を図る。
海外展開の促進によるグローバル市場の獲得に取り組む。
イノベーションの創出による地域活性化を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
「ジャパンブルー・徳島」を中核とした「カーボンニュートラル」実
現に向けた取組、DXの促進による競争力の強化と海外展
開支援、イノベーションの創出による産業振興などに取り組み、
地域経済の活性化を目指す。また、これらの事業を連携させ
実施することにより、本県企業の持続的発展や首都圏等か
らの企業誘致、人材環流が促進され、雇用創出による人口
流出の抑制や移住者の増加につなげることで、地域経済の
活性化、地方創生の実現をはかる。
【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・展示会への出展支援の販路拡大支援（委託費等）14,000千円
・企業のDX推進と海外展開支援（委託費等）36,235千円
・スタートアップ、イノベーションの創出支援（補助金等）72,564千円
・施設整備、事業設備、備品経費 4,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①徳島県の輸出額(中小企業分)の総増加額（＋159億円）
②脱炭素社会に貢献する製品の試作品数（+50個）
③デジタルトランスフォーメーション（DX）モデル創出件数（＋27件）
④コンテンツ産業関連企業の増加数（＋75社・者）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：２つのＸ（ＧＸ・ＤＸ）とイノベーション創出による徳島経済飛躍事業

スタート
アップＧＸ

ＤＸ

地 域 経 済 を 牽 引 す る
企 業 の 成 長 と 新 産 業 の 創 生



申請者 徳島県ほか４自治体※ 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

442,032千円
（94,824千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
ＳＤＧｓ先進地「にし阿波」での観光をきっかけとした関係人口・交流人口の創出を図る。
地域住民の観光関連事業等への参画を通してシビックプライドの醸成を図る。
農泊での地域住民との深い関わりによって、リピーターやにし阿波ファンを獲得し、移住や定住の増加を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
SDGsを観光全体への取り組みに展開するための重要な受
け皿としての「農泊」の充実、SDGsを活用した新たな国内
外向け「旅行商品」のブラッシュアップ、シビックプライドの醸成
を通じた人材活用などに取り組み、国内外からの交流人口・
関係人口の増加を図る。さらに、「世界農業遺産」である
「SDGｓ実践の地・にし阿波」の保全と継承につなげる。
【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・新戦略への展開、進捗管理マネジメント（委託費）7,000千円
・SDGsを活用した旅行商品の磨き上げ等（委託費等）51,241千円
・シビックプライド醸成を通じた人材育成（委託費等）22,583千円
・世界農業遺産ブランド認証品の販売促進（負担金）1,600千円 等

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①にし阿波における農泊施設の延べ利用者数（＋4,700人）
②にし阿波における国内延べ宿泊者数（+91,000人）
③にし阿波への移住者数（＋100人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：ＳＤＧｓ先進地域「にし阿波」における農泊観光推進プロジェクト

にし阿波の農山村暮らし体験を
コンテンツ化

体験型教育旅行の誘致・受入体制の充実など

｢SDGs実践の地・にし阿波｣の保全・継承など

※徳島県、美馬市、三好市、つるぎ町、東みよし町の広域連携事業



申請者 徳島県ほか７自治体※ 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,090,858千円
（225,840千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
県民が本県の魅力を国内外へ発信することにより、多くの観光客が訪れ、観光産業が活性化され、雇用の創出や地域経済の活性化を促進する。
県産品や豊かな食を、観光と一体となって国内外に売り込み、「徳島ファン」の増加を図る。
四国の玄関口に位置する利点を活かした関西からの旅行訪問者の増加を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
関西を主要ターゲットとした周遊・滞在型観光の促進、「阿
波の食」を核とした魅力発信とプロモーション、徳島ならではの
観光資源の魅力発信やコンテンツ開発などに取り組み、地
域経済の活性化を目指す。また、団体誘客が見込める海
外旅行会社向けプロモーションとともに、個人旅行の獲得に
向けて戦略的に情報発信を行う。
【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・DMOと連携した誘客・周遊促進、旅行商品造成（補助金）15,000千
円
・WEBプロモーション（委託料）1,000千円
・地域の個性を活かした魅力発信・コンテンツ開発（補助金等）161,378
千円
・国際観光再開を受けた戦略的プロモーション（委託料）48,462千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①宿泊旅行による旅行消費額（＋871.27億円）
②客室稼働率（＋20.7%）
③観光情報サイト総アクセス件数（＋471万件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：３つの徳島県・地域連携ＤＭＯが協働する観光振興プログラム

※徳島県、徳島市、鳴門市、小松島市、勝浦町、海陽町、松茂町、藍住町の広域連携事業

阿波おどり 祖谷のかずら橋

藍染め ＤＭＶ



申請者 徳島県 初回採択回 令和４年度第２回募集

事業計画期間 R4-R8年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

161,169千円
（41,646千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果 2025年大阪・関西万博の開催と併せて、インターネット上の「WEBパビリオン」において、構築したプラットフォームの活用による情報発信により、徳島への
来訪、交流人口の拡大を促進する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
とくしまWEBパビリオンの構築及びバーチャルコンテンツの作成、
海外との交流イベントの開催、徳島の豊かな自然や文化、
産業等に「リアル」に触れる地域活性化イベント実施などに取
り組み、地域経済の活性化を図る。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・イベントとの連携コンテンツ作成・運用・発信（委託費）3,000千円
・国際交流イベント開催（委託費等）11,722千円
・地域活性化イベント開催（需用費等）26,924千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①デジタル関係人口の創出数 （＋7,500人）
②「とくしまバーチャルパビリオン」イベント来場者数（＋65,000人）
③国際交流イベントの開催回数（＋21回）
④年間延べ宿泊者数（＋15万人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要： Targeting 大阪・関西万博！「バーチャル」×「リアル」な体験による新たな「人の流れ創出」事業



申請者 徳島県 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R5-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

467,262千円
（79,900千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
万博後を見据えたソフトレガシーとして「徳島県と外部との新たな関係性づくり」の仕組みを構築することで、イノベーションがイノベーションを呼ぶ、継続的な
人の循環のエコシステムを構築する。
県外人口との多様な関係性を構築し、「人の出入り」の全体数を底上げし、徳島県を、様々な分野の「社会経済活動の現場」へと構造転換を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
関係づくりコンテンツの万博における実証と未来へ向けた仕
組みの確立、サステナブルな「食体験」コンテンツの「実装・深
化」、生産から消費までＳＤＧｓ視点で食のイベントの実
施などに取り組み、新たな人の流れを創出する。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・万博レガシーのコンテンツ展開、プロモーション（委託料等）36,538千円
・市場関係者等と連携したプロモーション活動の展開（委託料）8,640千
円
・県産SDGs製品の開発支援やプロモーション（委託料等）34,722千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①循環人口の創出（循環人口率）（＋28%）
②転入＋転出人口の総体での増加（転出入比率は維持)(+4,029人）
③食育に関心を持っている人の割合（＋9%）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：大阪・関西万博に向けPDCAサイクル加速！循環人口創出事業



申請者 徳島県ほか５自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

480,350千円
（211,450千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業 ✓

目的・効果
経営規模拡大などに資する生産基盤の整備を行うとともに、スマート技術の実践的な研修等を展開し、スマート農林水産業を担う多様な人材の育成・
確保を図る。
生産現場に適合するスマート技術の開発・導入・利用拡大を推進するとともに、産学官連携による生産から販売に至るまでの一貫したイノベーション創出
により、徳島県の農畜水産物産出額のＶ字回復を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
スマート農林水産業を担う人材育成・確保、スマート農林水産業による成長
産業化などに取り組み、持続可能な成長産業として、次世代へ継承される
本県農林水産業を実現する。また、スマート農林水産業を切り口として、多
様な人材の新規就業が促進されるとともに、県内各地の生産現場に適応す
るスマート技術の導入が拡大されることにより、本県の高品質な農畜水産物
の持続的な産出と安定供給が実現し、関連する食品加工や観光などの地
域産業の活性化も図られる。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・スマート農林水産業を担う人材育成・確保事業（委託料等）72,342千円
・スマート農林水産業による成長産業化事業（委託料等）74,108千円
【インフラ整備事業】
・農地の排水改良、排水機場の改修 65,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①農畜水産物産出額（＋45億円）
②農林水産業新規就業者数（＋810人）
③スマート技術活用経営体数（＋450経営体）
④産学官連携プロジェクトによるイノベーション創出数 （＋6件）
⑤高収益作物の作付面積増加率（＋10％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：とくしまスマート農林水産業における人材育成と成長産業化事業

ドローン導入実証（レンコン産地）スマート農業研修（施設園芸）

海況予測システム（潮流予測）

P

農地の排水対策（暗渠排水）

※徳島県、徳島市、阿波市、北島町、藍住町、板野町の広域連携事業



申請者 徳島県ほか２自治体※ 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R11年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

6,363,205千円
（1,225,956千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業 ✓

目的・効果
にし阿波の主たる観光地や地元を舞台とした「ＲＰＧアプリ」による観光資源の魅力発信や、｢現地で地域の魅力｣を体験できる「アプリと連動した地元イ
ベントの開催」、その中心的な位置づけとなる「おもてなし施設（観光拠点）の整備」、「日本一の清流穴吹川での川遊びの魅力発信」、観光客が安
心・安全に通行できる「周遊ルート等の整備」により、国内外からの新たな観光客の獲得など関係人口を拡大させ、地域経済活動の活性化や新たな雇
用創出など「地域のにぎわい創出」を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

「ＲＰＧアプリ」を通じて地域に興味を持ち、現地に来てもらうための情報発
信やイベント開催を行うとともに、既存施設のリニューアルによる「地域の観光
拠点」の整備や、観光客が安心して観光地を周遊でき、さらにリピーターとなっ
てもらえるよう「安心・安全な観光アクセスルート」を確保する。
【R8年度事業 経費内訳】
○ソフト事業
・RPGアプリと連動したプロモーション（委託料等）3,726千円
・穴吹川の川遊びＰＲ、イベント開催（委託料等）3,500千円
○拠点整備事業
・観光拠点の整備 158,730千円
○インフラ整備事業
・観光地への安心・安全なアクセスを確保する道路整備等 1,060,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①つるぎ町・美馬市の観光入込客数（＋15.2万人）
②RPGアプリのダウンロード数（＋1.9万人）
③周遊ルートにおける1日あたりの総アクセス時間短縮（▲100時間）
④周遊ルートにおける事故発生件数減少率（▲40%）
⑤周遊ルートにおける危険箇所対策率（+100%）
⑥穴吹川の川遊び入込客数（＋1.2万人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：リアル“ＮＩＳＨＩ－ＡＷＡ”観光振興プロジェクト

※徳島県、つるぎ町、美馬市の広域連携事業



申請者 徳島県、鳴門市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R11年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

3,467,430千円
（1,004,550千円）事業類型 ソフト

事業 ✓
拠点
整備
事業

✓ インフラ
整備事業 ✓

目的・効果
デジタル技術活用による健康づくり・人材育成を核とした「地域ブランド力向上」やスポーツツーリズム推進により、観光者数や交流人口の増加を図
る。
サイクリングのための新たなゲートウェイ機能を有する施設の整備やサイクリスト受入環境の充実などにより、地域経済の活性化を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

スポーツツーリズム推進に加え、渦の道の改修、架橋記念館エディのリ
ニューアルによる観光拠点の魅力向上や、自転車利用者のための通行空
間等の整備などに取り組み、地域経済の活性化を図る。また、「ソフト・
ハードの一体的整備」を推進することにより、パラスポーツの認知度・理解
度・注目度を高めるとともに、競技団体やスポーツクラブが自主的かつ継続
的にパラスポーツを実施することができる意識づくり・環境づくりに取り組むこ
とで「スポーツを通じた地方創生の実現」を具体化する。
【R8年度事業 経費内訳】

【ソフト事業】
・「『スポーツ・健康まちづくり』の創出×スポーツツーリズム推進」による地方創生の推進
（委託料等）44,251千円
・サイクルツーリズムの醸成とサイクリング環境充実に向けた検討、戦略立案、整備
（委託料等）30,749千円
【拠点整備事業】
・渦の道及び架橋記念館エディの改修 291,400千円
【インフラ整備事業】
・サイクリング施設改修に伴う周辺の自転車通行空間等整備 638,150千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画における「KPI増

加分の累計」の目標値

①国内年間旅行消費額（＋470億円）
②年間延べ宿泊者数（＋80万人）
③国際的及び全国的スポーツ大会や合宿、交流会の県内開催件数(＋47件)
④肥満傾向児の出現率（▲4％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：スポーツを通じた地方創生による「スポーツ立県TOKUSHIMA」創造プロジェクト

県内全域のサイクリングコース 近畿圏からの観光客
大鳴門橋自転車道
（徳島県・兵庫県 共同事業）

大鳴門橋遊歩道「渦の道」改修大鳴門橋架橋記念館「エディ」改修



申請者 徳島県 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

199,317千円
（71,380千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果 「あわ文化」の魅力を再認識し、「田舎の文化」に誇りを持ち発信してもらうことで文化観光の加速化を図る。
研究や「あわ文化」の発信を活性化し、文化財を確実に引き継いでいくため、保存と活用を担う次代の人材を育成する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
地域の文化資源を生かした魅力的なコンテンツの充実、あわ文化の効
果的な魅力発信、あわ文化の承継などに取り組むことで県民が「あわ
文化」の魅力を再発見し、学び、楽しみ、自ら情報発信し、文化の担
い手としても活躍する機会を創出するとともに、国内外から文化施設や
地域のフィールドへの来訪者が増加するよう徳島ならではの「文化観
光」を推進する。
【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・恐竜化石含有層の発掘調査等（委託費等）26,730千円
・あわ文化の効果的な魅力発信（委託料）29,100千円
・あわ文化の承継に向けたイベント開催、普及啓発（委託料等）15,550
千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①年間観光入込客数（＋400万人）
②文化の森総合公園文化施設入館者数（＋0.99万人）
③大学との連携事業による対応人数（＋15人）
④阿波十郎兵衛屋敷の外国人入館者数（＋1,200人）
⑤万博・徳島パビリオンおよび県内レガシー展示の体験者数（＋55.6万
人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要： 「あわ文化」の魅力再発見による「文化観光」加速化事業

トクシマ恐竜展2024
重要伝統的建造物群保存地区

    （美馬市脇町）

阿波十郎兵衛屋敷での
人形浄瑠璃公演



申請者 徳島県 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

709,830千円
（272,610千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
徳島県内で深刻化する「人材不足」に対し、「人材の流出抑制」「潜在労働力の活用」「人材の還流促進」の視点から人材確保対策の施策を展開する。
本県の魅力の発信や誰もが働きやすく魅力的な職場環境の整備などを行い、県内での雇用・定着を促進することで、企業や地域の活力維持・社会動態
の改善を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
若者を中心とした人材流出の抑制、潜在的な人材の確保、
人材還流の促進などに取り組み、就職先や移住先として多
くの方に選ばれる徳島を実現し、県内企業や地域の活力維
持を目指す。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・ウェブサイト等情報発信経費等（委託料等）61,726千円
・外国人材の確保支援、定着支援等（補助金等）94,122千円
・各種媒体、ツールを活用した人材環流の促進（委託料等）116,762千
円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①採用充足率（±0％）
②本県における移住者数（＋300人）
③「とくしまファン」オンラインコミュニティ登録者数（＋2,000人）
④15歳以上人口に占める就業者の割合（＋2.97％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：持続的な県勢発展に向けた人材確保対策事業



申請者 徳島県 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

707,655千円
（234,085千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
商社勤務経験者などの専門人材を有する（公社）徳島県産業国際化支援機構等と連携し、ブランディングよる高付加価値化、観光等との一体的プロ
モーションによる国内外への販路開拓、ビジネス拡大に取り組む県内事業者の掘り起こしなど、国内外への事業展開を支援し、域外の需要の獲得による
県内産業の持続的な成長を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
観光・文化と一体となった県産品プロモーション、県産品のブ
ランディングとブラッシュアップ、ビジネス拡大に取り組む域内事
業者の掘り起こしと育成などに取り組み、県内経済の持続
的な発展につなげる。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・食、文化、観光の一体的なプロモーション等（委託料等）127,173千円
・専門人材による販路開拓支援（委託料）29,403千円
・企業の海外展開支援（委託料）25,029千円
・農林水産物のセールスプロモーション（委託料等）52,480千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①徳島県の輸出額（中小企業分）（＋36億円）
②県産農林水産物・食品輸出額（＋25.5億円）
③徳島県の輸出企業数（中小企業分）（＋30社）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：新たな地域商社を核とした産業の国内外展開支援事業

外国政府との連携による
海外展開支援

国内外展示会への出展



申請者 徳島県 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

429,322千円
（116,762千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果 官民協働スペースとくしまＤＸ推進ＨＵＢ「toku-Noix（とくのわ）」の創設により、官民が連携してＤＸを推進し、地域課題の解決による労働生産性
向上、付加価値の創出を目指すとともに、地方創生に資する共創を促進する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
官民協働ワーキンググループの創設と地域ＤＸの推進に向けた実証
実験の実施、とくしまＤＸ推進ＨＵＢ「toku-Noix（とくのわ）」の設
置・運営、デジタル人材を活用した相談窓口の設置や伴走支援の実
施による市町村支援などに取り組み、労働生産性の向上や付加価値
の創出を目指す。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・とくしまＤＸ推進ＨＵＢ「とくのわ」の運営等（委託費等）111,500千円
・デジタル人材による相談窓口、市町村の伴走支援（委託費等）5,262
千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①徳島県の労働生産性（＋300千円）
②官民協働ワーキンググループで検証し、実証実験を実施した件数(＋15件)
③県内市町村で実施したＤＸの推進に向けた取組（ＢＰＲの実施、デジタル
技術の導入、ＤＸの推進に向けたマインドセット・人材育成の研修等）の件数
（＋24件）
④デジタルデバイド対策や人材育成等として「スマホ教室」「情報モラル教室」
   「キャリア教室」等を実施した回数（＋15回)

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：官民協働地域ＤＸ推進事業

県
団体

企業 大学

地域課題の検討
・実証・実装

市町村支援・
デジタル人材育成

等

労働生産性向上
付加価値の創出

地域
ＤＸ

市町村



申請者 徳島県 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,787,200千円
（604,000千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
インバウンド・アウトバウンド双方の利用を促進し、国際定期便・国内便の安定的な就航を目指す。
国内外への効果的なプロモーションや首都圏でのプロモーションにより、本県の認知度・魅力度の向上を目指す。
宿泊施設の積極的な誘致や、インバウンド受入環境整備の支援等により、積極的な誘客促進を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
動線の継続的な確保、国内外から観光地として選ばれるた
めの認知度・魅力度の向上、誘客需要をとりこぼさない受入
体制の構築などに取り組み、地域経済の活性化や交流人
口の増加を図る。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・海外での旅行博出展等のセールス活動等（委託費等）172,690千円
・首都圏等における戦略的プロモーションの展開等（委託費等）424,810
千円
・県内におけるインバウンド受入環境整備の充実（補助金等）6,500千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①年間外国人延べ宿泊者数（＋6万人）
②年間延べ宿泊者数（＋45万人）
③徳島阿波おどり空港の利用者数（＋18万人)
④年間観光入込客数（＋400万人）
⑤国内年間旅行消費額（＋170億円）
⑥観光満足度（＋2.4％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：インバウンドを核とした徳島地域経済活性化事業



申請者 徳島県 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R11年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

756,750千円
（75,700千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業 ✓

目的・効果 徳島の林業・木材産業の魅力が認知され、先人から受け継がれた豊かな環境の下、多様な働き手が活躍し、意欲と能力のある林業事業体等による資
源の循環利用が確立されるとともに、適切な森林管理が進み、持続可能な林業の展開を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

多様な人材の育成・確保、適正な森林整備の推進、成熟した資源の活用
などに取り組み、県内外の働きたい人に「徳島での林業」が選ばれる「サステナ
ブルな徳島県林業」を実現する。また、県産材のさらなる認知度向上に向け
た普及啓発と併せて、事業進展による県産材需要の拡大を見据えた販路
拡大と、多様な主体による森林の保全・管理等に引き続き取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・多様な人材の育成・確保に向けたサポート（委託料等）13,600千円
・適正な森林整備推進事業（委託料等）17,350千円
・県産材の需要創出に向けた展示会出展、マッチング等（委託料）
38,200千円
・森林保全・管理のための普及啓発、イベント開催（委託料等）6,550千
円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①県産材の生産量（＋9万m3）
②新規林業就業者数（＋120人）
③県内における原木消費量（＋12.12万m3）
④ＳＤＧｓ森林づくり宣言企業・団体数（＋115企業・団体数）
⑤林道沿線での立木搬出量（+1.1万m3）
⑥林道関係者の交流人口・関係人口の増加数（とくしま林道ナビの年間ア
クセス数）（+3.9万アクセス））

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要： 「サステナブルな徳島県林業」の実現

適正な森林整備推進

成熟した資源の活用（木質化) 多様な主体による森林の保全管理
（林道魅力向上、森林公園リフレッシュ)

多様な人材の育成・確保



申請者 徳島県 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R11年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

986,000千円
（331,300千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
海の玄関口である徳島小松島港の物流・人流機能のさらなる活発化はもとより、顧客の多様化したニーズに対応す
ることで、観光振興を加速させ、港を中心としたにぎわいの創出、インバウンド取り込みによる交流人口の増加や地
域経済の発展、消費拡大・雇用創出による地方創生の実現を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
徳島小松島港において、多様化するクルーズ客等のニーズに対応した
「周辺観光案内」や「情報発信」を強化するとともに、
“また来たい”と思える「受入環境の整備」と「滞在環境の充実」を推進
し、ソフト・ハード両面から、港を中心としたにぎわいの創出を図る。

【R8年度事業 経費内訳】

【ソフト事業】
・受入体制強化のための案内マニュアル作成等（委託料）300千円
・誘客促進に向けた多言語対応（委託料等）3,000千円
【拠点整備事業】
・電源供給設備、滞在・交流設備等の整備 328,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①クルーズ船寄港時の観光消費額（+51,568千円）
②徳島小松島港へのクルーズ船寄港隻数（+8隻）
③大型プレジャーボート等の滞在による来訪者消費額（+49,779千円）
④名称変更を行ったバス停の1日当たりの平均乗降者数(土日平均)(＋5人)
⑤港湾緑地施設（トイレ）のＵＤ化率（+100%）
⑥にぎわいイベント集客数（+11,000人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ip
pannokata/kurashi/chihososei/7313
763/

継続事業概要：みんな行きたい！港に呼び込む「徳島小松島港」にぎわいプロジェクト



申請者 徳島県徳島市 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

83,985千円
（13,106千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
移住施策の推進等により地域外人材を呼び込むことにより、人材を確保する
市民協働施策等を活用しながら、より実践的な人材育成の取組を展開することで、人材のミスマッチを解消する
多種多様な人材の創出・確保・活躍を推進する

事業概要・
主な経費

【事業概要】

本事業においては経済施策と教育施策の連携に移住施策・市民協働施策を組み
合わせることにより、多種多様な人材の創出・確保・活躍を推進することで、人々に
とってはそれぞれの個性や能力が発揮できる場としての「しごと」が存在している状況を、
企業や地域にとっては求めている人材が充足されている状況を、創出しようとするもの
である。また、地域や地元の企業は真に必要としている人材を確保できることで、地
域経済の発展に寄与していくとともに、伝統的な地域産業や中小企業にとっては、後
継者の確保につながるという好循環を目指す。

【R8年度事業 経費内訳】
➀ 地域外人材の確保・定着にかかる取組
・関係人口拡大事業（委託料、報償費）2,276千円
・ふるさとワーキングホリデー事業（委託料）2,700千円
② 活躍できる人材の育成にかかる取組
・共創の場運営経費（委託料）220千円
・女性・若者活躍推進事業（委託料）900千円
③ 多様な人材を原動力とした地域活性化にかかる取組
・新規創業等支援事業（報償費、委託料、補助金）5,942千円
・創業後フォローアップ事業（委託料、使用料、需用費、報償費）193千円
・阿波女あきんど塾出張講座（報償費、需用費） 45千円
・次世代活躍事業（報償費、旅費、需用費、負担金）830千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①本事業を通じた、徳島市内における新規就業・創業者数（＋150人）
②本事業を通じた、徳島市への移住者数及び徳島市の関係人口数（＋150人）
③本事業を通じ、新たな事業やコミュニティビジネスを実施した人数（＋57人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.tokushima.tokushi
ma.jp/shisei/machi_keikaku/sougo-
plan/sougoukeikaku2025.html

継続事業概要： 「しごと」を担い、まちを元気にする「地域活性化人材」創出事業

まちの
活性化

移住施策の促進（量的アプ
ローチ）

活躍できる人材の育成
（質的アプローチ）

多様な人材による地域活性
化



申請者 徳島市ほか14自治体※ 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

53,440千円
（18,140千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
１５市町村から成る徳島東部圏域において、インバウンド誘客を推進するにあたって、３つの課題（①２次交通対策、②受入環境の遅れ、③認知度不足）に対応する取組を３年間で集中的に行い、
外国人が好んで滞在する地域としての地位を確立する。
地域の多様な主体の参画を促し、地域が活性化することで、住民の誇りの醸成や住むことに対する満足度を高めるとともに、住みやすいまち「徳島」としての認知度の向上に努めることで、関係人口、交
流人口、定住人口に繋げる。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
本事業は、徳島東部圏域15市町村を対象に、観光モビリティを新たな軸として導入し、外国
人観光客を中心に地域全体の周遊・滞在促進を図る総合的な観光地域づくり事業である。
また、「移動」と「体験」を一体化した観光モデルの構築を通じて、観光の質と量の双方を高め、
観光客の満足度の向上と延べ宿泊者数の拡大による観光消費額の拡大を図り、地域活性
化を実現する持続的な地域経済の発展に寄与することを目的とする。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
(１) 徳島東部版サイクル＆データ・モビリティネットワークの構築
・広域シェアサイクル実証費（広告宣伝費、委託費） 5,840千円
・サイクル&データ・モビリティネットワークの構築に係る事務費（会議費、通信運搬費等） 300千円

(2) 官・民一体によるインバウンド受入環境の整備の促進
・多言語デジタルガイドシステム整備等（広告宣伝費、委託費） 1,700千円
・多言語デジタルパンフレット等制作費（広告宣伝費、委託費） 1,000千円
・インバウンド受入環境整備助成費（補助金） 1,000千円
・インバウンド受入環境整備の拡大に係る事務費（会議費、通信運搬費等） 300千円

(3) インバウンドプロモーションの集中的な展開
・SNSによるインバウンドプロモーション及び海外プロモーション費（旅費交通費、委託費等） 4,700千
円
・インバウンドプロモーションの展開に係る事務費（会議費、通信運搬費等） 300千円

(4) 地域の多様な主体の参画の促進
・徳島東部圏域観光ニーズ・実態調査費（委託費） 1,100千円
・世界に通ずる観光人材育成費補助（補助金） 1,000千円
・地元事業者・住民参加型の観光まちづくり推進費（講師謝金、広告宣伝費等） 800千円
・地域の多様な主体の参画促進に係る事務費（会議費、通信運搬費等） 100千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①徳島東部圏域の訪日外国人来訪者の一人当たり観光消費額（＋5千円）
②徳島東部圏域の訪日外国人来訪者の延べ宿泊者数（＋6万人）
③徳島東部圏域の訪日外国人来訪者満足度（大変満足）（＋4.0％）
④徳島東部圏域の住民の観光振興への取組み意向（参加したい）（＋9.0％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.tokushima.tokushima.jp
/shisei/machi_keikaku/sougo-
plan/sougoukeikaku2025.html

新規事業概要：徳島東部インバウンド観光地域づくり推進プロジェクト事業

※徳島市、鳴門市、小松島市、吉野川市、阿波市、勝浦町、上勝町、佐那河内村、石井町、神山町、松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町の広域連携事業



申請者 徳島県徳島市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

146,831千円
（24,734千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
・カーボンニュートラルなひょうたん島周遊船の運航体制の構築など、観光コンテンツを磨き上げることにより、国内外からの観光客の誘致を図る。
・阿波おどりや藍染めなど徳島の魅力を体験できるイベントや観光サイトの充実を図り、市中心部のにぎわいを創出する。
・地域の若い世代が地域を学ぶ事業を実施することで、次世代の地域の担い手を育成する。
→これらを通じて、まちのにぎわいを創出し、地域経済の維持・拡大を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

市中心部にある「シンボルゾーン」において、再開発や公園の再整備などハード事
業が進められており、今後、より人の流れを大きなものとするため、ひょうたん島周
遊船をはじめとした観光コンテンツの磨き上げやサイトの充実、体験型イベントの
実施など、官民一体となり積極的に「水都とくしま」の魅力をPRすることにより、
ハードとソフトの両面から国内外の観光客を誘致し、まちのにぎわいを創出する。

【R8年度事業 経費内訳】

（１）地域資源（水都・伝統文化・伝統産業）の魅力発信
・水都とくしま魅力発信事業（需用費、委託料、報酬、使用料）15,000千円
・伝統産業の魅力発信事業（需用費、役務費、委託料、使用料）877千円
・インバウンド誘客事業（委託料）1,925千円
・官民連携による魅力発信事業（需用費、役務費、使用料、委託料）3,170千円

（２）地域づくり人材の育成・活躍
・まちづくりスクール事業（委託料、報酬）2,880千円
・ひょうたん島川の駅ネットワーク推進事業（委託料）882千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①まちなか観光消費額（＋51,000千円）
②まちなか歩行者通行量（平日と休日の平均）（＋4,200人）
③多様な主体等と連携して実施したプロジェクト数（＋18件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.tokushima.tokushima.jp
/shisei/machi_keikaku/sougo-
plan/sougoukeikaku2025.html

新規事業概要：シンボルゾーンを中心とした水都とくしま魅力発信事業



申請者 徳島県鳴門市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

114,884千円
（42,884千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果

まちへの愛着形成や市との関わりを深めていくためのインナープロモーションやアントレプレナーシップ教育等を推進し、自ら情報発信源となり得る人材の
  発掘と育成を進め、市外からの移住推進を促すアウタープロモーションにも繋げることで、若者の移住・定住を図る。
まちに「ヒト・モノ・カネ」の好循環を生み出すため、リノベーションまちづくりにより「若者が集う」新たなコンテンツの造成やインキュベーション施設運営により
  「若者がチャレンジする」象徴的な存在＝スタートアップが集まるまち・生まれるまちを目指すなど、まちづくりに主体的に取り組む活動人口の育成などの
  仕掛けづくりを行い、人口減少化における市民の「幸福度」や「住みやすさ」の維持・向上、魅力的な地域づくり、シビックプライドの醸成等を図る。
⇒「構造的に避けられない人口減少の抑制」と、まちの質的向上である「人口減少に適応した持続的なまちづくり」の双方を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

〇事業の認知拡大を図るべく、前年と同様に「0→1スクール」の企画運営や
 ドキュメントムービーを作成するほか、実践的なワークショップを実施することにより、
 高校生に鳴門で大人になった未来の可能性を感じさせることを目指す。

〇民間人材の育成や機運醸成、事業者ヒアリングや空き家等のポテンシャルマップの
   作成など計画1年目に実施した事前調査の結果を踏まえて、リノベーションスクールの
   開催や事業化支援を図り、遊休不動産の実事業化とエリア価値の向上を狙う。

【R8年度事業 経費内訳】

・動画制作や「０→１スクール」の企画運営など(委託料) 11,998千円
・リノベーションスクールの開催費（委託料） 10,886千円

  ・インキュベーション施設の運営体制の構築（委託料）  8,500千円
  ・創業支援やスタートアップ支援、アントレ教育などのトライアルイベント（委託料）11,500
千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①鳴門市における15歳～39歳の人口（＋84人）
②鳴門市で住むことを市外の人におすすめしたい高校生の割合（＋3％）
③リノベーションスクール及び波及効果によるリノベーション案件事業化件数（＋1
件）
④市内で活動するスタートアップ企業数（＋6企業）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和8年9月公表予定

継続事業概要： 「はじまりのまち」鳴門～若者が「チャレンジ・活躍できる」まちづくり～

※「はじまりのまち 鳴門」の全体コンセプト



申請者 徳島県鳴門市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

126,000千円
（16,000千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
・道の駅くるくるなるとを核とした食農産業イノベーションの創出により、地域産業の高度化と持続的成長を実現する。
・食農産業、観光、教育学習を一体で推進し、若者が「住みたい・働きたい」と思える魅力ある雇用と活動機会を創出する。
・官民及び地場と外部の共創による拠点の活用と事業展開を通じ、地域内回遊性と再投資の循環を生み出す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

道の駅くるくるなると周辺を産業創出エリアと位置付け、食農産業を軸としたイノベー
ション創出と地域への波及効果を捉えたまちづくりを推進する。構想策定と合意形成
を進めるとともに、食農産業・観光・教育学習の三領域で地場と外部プレイヤーの共
創による地域課題解決型活動を創出・伴走支援する。具体的にはスマート農業実
証、輸出商流構築やインバウンド向けガストロノミーツーリズム造成、住民主体の学
習・交流活動などを展開する。あわせて担い手となる人材を育成し、また官民連携に
よる地域経済循環実現のための推進体制を構築する。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・イノベーション創出拠点を核としたまちづくりに係る調査費（委託料）：3,000千円
・イノベーション創出拠点を核としたまちづくりに係る構想パイロットプランの検討・計画立案費
（委託料）：3,000千円
・まち、及び市内事業者等の課題・ニーズ調査費（委託料）：2,000千円
・まち、市内事業者等の課題・ニーズを踏まえた地域課題解決型活動や”地域に必要な人
材”の在り方の検討費（委託料）：2,000千円
・道の駅を核とした産業振興に資するイノベーション創出事業の実施に係る簡易調査費（委
託料）：6,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①市内総生産額（＋702億円）
②鳴門市における15歳～39歳の人口（▲440人）
③当事業に参画・連携・支援した事業者・団体数（＋18件）
④当事業による支援で創出された課題解決型活動数（＋6件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和8年9月公表予定

新規事業概要：道の駅を核とした産業、観光及び教育学習の三位一体イノベーション創出事業

産業、観光及び教育学習の三位一体イノベーション創出

道の駅周辺エリアを拠点としたソフト事業展開



申請者 徳島県小松島市、徳島県勝浦町 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

85,372千円（18,325千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果
・滞在型観光へのシフトチェンジによる観光消費額の向上
・観光受け入れ態勢の整備
・年間を通じた観光コンテンツづくり
・産直市間連携と地域資源を活かした効果的な観光誘客

事業概要・
主な経費

【事業概要】

両自治体が持つ体験型観光商品の新規造成・ブラッシュアップ、高付加価値化を
進めるとともに、産直市・道の駅の観光地化や地場産品のPRを通したプロモーション
を行う。

【R8年度事業 経費内訳】

・体験型観光商品等の磨き上げ、情報発信、海外でのプロモーション等の実施のための諸経費（小松島
市3,600千円）
・地域資源を活かした体験型観光等商品の造成及びプロモーション、ファムツアー等観光客受入環境整
備等に係る経費（勝浦町1,775千円）
・JA東とくしまが運営する産直市や道の駅（勝浦町）への観光誘客と情報発信等に係る経費（小松
島市650千円）
・小松島産はもやちりめん、勝浦産みかんといった地場産品の販売促進のためのプロモーション・フェア開催
に係る経費（小松島市3,300千円）
・県内外での物産や販路拡大のための展示会等の経費（ブース代、イベント開催業者への参加費・手
数料、郵送料）（小松島市1,500千円）
・小松島の産品やみなとを活用したイベントの実施、イベント開催支援に係る経費（小松島市2,940千
円）
・大型客船寄港時における観光消費促進等受け入れ体制に係る経費（小松島市4,560千円）

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①小松島市・勝浦町の観光入り込み客数（+130,682人）
②小松島市・勝浦町の主要観光施設（あいさい広場・よってネ市・道の駅ひなの里かつう
ら）の売上高（+101,291千円）
③小松島市・勝浦町の主要宿泊施設の延べ宿泊客数（+4,870人）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.city.komatsushima.lg.j
p/docs/502578.html

旧制度（推進）旧制度（推進）事業概要：通過型観光から滞在型観光への推進事業～小松島市・勝浦町広域連携～ 

体験型観光
コンテンツ造成

地場産品の
販売促進等



申請者 徳島県小松島市 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

130,659千円（19,625千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 まちづくり分野

目的・効果
〜⼦育て世代が安⼼安全に過ごせる居⼼地の良い空間・時間づくり〜
⼩学校就学前の⼦どもを抱える世帯（20代〜40代の男⼥と、その⼦ども）をターゲットとしたイベントや体験学習を通した本市ならではの学習環境や
機会の創出を⾏うとともに、「本港地区」エリアのグランドデザインをつくりあげていく中で、親⼦が安⼼して過ごせる時間や、そこに集う親⼦同⼠が交流でき
る空間の創出を⽬指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

定住先に市民に選ばれるまちづくりとして、外部人材活用事業やリスキリング支援等
に取り組むとともに、「本港地区」の復活によるまちのにぎわい創出に取り組む。

【R8年度事業 経費内訳】

・市内外で活躍するアスリートやアーティスト等の各種専門家の招へいと、体力づくりや創造性を養うための
体験型学習プログラム事業の実施にかかる報償費等 7,000千円
・消防が実施する親子で楽しみながら参加し、子どもの応急措置等が学習できるとともに地域愛を育むイ
ベント開催にかかる消耗品費等 8千円
・子育て世代が交流できる市内の妊産婦を対象とした胎教コンサートや人形劇等の開催にかかる委託料
等（委託費等） 500千円
・未就学児・小学生を対象とした子どもの遊び場づくり事業にかかる消耗品費等 500千円
・環境学習プログラム等のSDGs学習イベントにかかる消耗品等 500千円
・学校外教育学習としてのプログラミング学習やドローンを活用した学習イベントのほか、STEAM教育に資
する学習イベント実施にかかる委託料等（委託費：人件費、印刷費等） 500千円
・市民の定住を図るため県外相談者のみではなく県内移住者への相談対応とニーズ把握及び、子育て支
援施策をまとめた各種媒体による情報発信事業にかかる委託料等（委託費等） 2,700千円
・子育て世帯の移住者層をターゲットとした「子育てと両立した働き方支援」に向けたセミナー開催や、相
談支援の実施、リスキリング支援にかかる委託料等（委託費等） 2,000千円
・本港地区を子育て世代をはじめ多世代が交流できるエリアとするための既存音楽ホール等の利活用向
上及びプール等の施設整備に向けた民間事業者募集・選定等にかかる委託料等（委託費等）5,245
千円
・消防が実施する親子で楽しみながら参加し、子どもの応急措置等が学習できるとともに地域愛を育むイ
ベント開催にかかる備品費等 672千円

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①近隣２市への転出者の対基準年比減少数（＋56人）
②小松島市移住交流支援センターで受け付けた相談件数（＋66件）

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.city.komatsushima.l
g.jp/docs/502578.html

旧制度（推進）旧制度（推進）事業概要：子育て世代をターゲットとしたまちの魅力向上による賑わい創出事業

親子で参加でき
る消防に関する
イベントの開催



申請者 徳島県阿南市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,369,364千円
（54,436千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果

・新たに整備する「複合型交流拠点」を核として、「那賀川町への訪問者の増加」や「町内での消費行動の拡大」、「地域資源を活かした那賀川町ならで
はのブランド展開」が一体的に実現できる取組を展開することで、那賀川町が抱える課題を解決するとともに、地域外の多様な人材を惹きつけ「関係人
口」の創出・拡大を図り、人口減少社会における地方創生の先導的なモデルを構築する。
・また、行政と事業者が垣根なく連携する「公民ボーダーレス」な運営を核とし、地域の歴史・農産物、そして科学センターが有する専門的な知見といった
資源を、新たな経済価値や体験へと転換する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
那賀川町エリアの新たな中核拠点となる「複合型交流拠点」を新設し、「阿南市
への人の流れ」を生み出すとともに、「交流拠点内でのにぎわいの創出」に加え、
「周辺施設との周遊性の向上」を図り、那賀川町の輝かしい未来を創出する。
また、単なる既存施設の集約にとどまらず、ランドマークとしてのバリューを高めるため、
新たな機能として「公民連携での運営を目指す『カフェスペース』」や「催しや作品展示
に利用できる『イベントスペース』」、「地域資源を活用した那賀川特産品を販売する
『物販スペース』」、「複数人での訪問につながる子育て世帯を呼び込む『子育て支援
スペース』」など、施設そのもののバリュー向上に直結する「未来創出スペース」を整備
する。

【R8年度事業 経費内訳】

○拠点整備事業
・複合型交流拠点（仮称）実施設計等 54,436千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①那賀川町における地場産品の売り上げ増加率（＋55％）
②施設の年間利用者数増加率（＋100％）
③施設を活用した公民連携プロジェクト実施件数（＋20件）
④施設の年間維持管理費削減率（＋50％）
⑤那賀川町における市外からの客数増加率（＋30％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.anan.tokushima.jp
/docs/2026060200028/

新規事業概要：複合型交流拠点を核とした「那賀川未来創出」事業



申請者 徳島県阿波市 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

37,500千円
（12,500千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果 ・観光客の二次交通確保や情報発信力の強化、観光コンテンツの造成に取り組むことで、域内周遊を促し、地域経済の活性化を図る。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

・歩き遍路の方が自転車で移動することによって余裕ができた時間を使って市
内を観光してもらうための自転車や、点在している観光地周遊に特化した二
次交通のためのシェアサイクルを需要調査を行いながら整備を進める。
・体験型イベントやお遍路接待イベントといった各種イベントの需要の把握に
努めるとともに、新たな観光コンテンツの造成にも努める。
・市内に数ある観光資源の特徴を活かし、観光客やインバウンド観光客増加
へ向け地元住民や地元団体と協働でSNSでの情報発信やイベント開催、
付加価値のある体験ツアーなどの造成を進めるとともに、観光客の交通手段
の検討や需要の調査を実施する。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・レンタサイクル事業（補助金）：3,500千円
・文化・スポーツ集客事業、にぎわい創出事業(イベント関連) （補助金）：
3,500千円
・観光資源の磨き上げ・プロモーション事業（補助金）：5,500千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①市内での観光消費額（１人あたり）（＋320円）
②札所での外国人お遍路さん数（＋200人）
③観光入込客数（＋1.98万人）
④満足度（+5％）
⑤観光商品造成件数（＋3件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.city.awa.lg.jp/docs/20
15101900010/

新規事業概要：阿波市観光協会と連携したニューツーリズムから生まれる地域活性化の実現



申請者 徳島県三好市 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R5-R9年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

67, 344千円
（12,100千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
・人流創出の拠点施設にデジタル学習環境を実装し、地域産業を担う「デジタル／ＩＴ人材」等を育成する。
・新たなサテライト企業の本市進出・定着を促進する環境と体制を整える。
・地元企業とのマッチング機会等を促進し、地域内雇用の創出・強化を図る。
・「若年層の域外流出抑制」や「UIJターン促進」を実現し、人材が循環する持続可能な地域づくりを促進する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

「三好市地域みらい創発センター」を地域のデジタル化拠点施設として位置
づけ、デジタル学習及び実践環境を整備する。4年目では、3年間の実証で
明らかとなった「専門的なデジタル・ITスキルを持つ人材育成の不足」や「地域
企業ニーズの可視化と醸成不足」に対応するため、構築・実装したデジタル
教育サービスの内容を地域企業および住民のニーズに応じて最適化し、実践
的な人材育成および企業ニーズに基づく雇用の実現を目指す。

【R8年度事業 経費内訳】

〇事業推進協議会運営事業
・協議会運営費（委託料）1,100千円
〇地域のデジタル化推進拠点サービス実装支援事業
・デジタル教育コンテンツ 設計・導入計画の改定等（委託料）2,200千円
・教育コンテンツおよびソフトウェアの改良・最適化による利用料、専門ITスキルの育成を目的と
した指導者およびメンターの追加配置経費、実践型講座提供に必要なハードウェアの保守点
検等（委託料）5,500千円
・デジタル教育サービスの広報・PR 経費、プロモーション経費
（委託料）3,300千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①「「UIJターン者数」（＋65人）
②「デジタル／ＩＴ人材」及び「准デジタル／ＩＴ人材」の登録者数（＋240人）
③「サテライト企業」等の誘致数（＋10社）
④「地元企業」と「デジタル人材／ＩＴ人材」とのマッチング実施件数（＋330人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.miyoshi.i-
tokushima.jp/docs/4719291.html

継続事業概要：「地域のデジタル化推進拠点」創出事業



申請者 徳島県勝浦町 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R12年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

3,272,472千円
（460,418千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業 ✓

目的・効果
・勝浦町の玄関口である「道の駅ひなの里かつうら」を中心とした「にぎわい創出・中心交流拠点エリア」を整備するとともに、観光客を持続的に呼び込む
「交流イベント」の創出や「プロモーション強化」等に取り組むことで、本町への訪問者や滞在時間を増加させる。
・拠点エリアに訪れた人を本町が誇る観光エリアへ周遊させるための「星谷橋の架け替え等」に取り組むことで、「人の流れの創出、経済効果の向上、将来
的な新規産業の実現」の好循環につなげる。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
道の駅ひなの里かつうらに隣接する「にぎわい交流拠点（公園等）」
の整備による「にぎわい創出・中心交流拠点エリア」を実現し、拠点エリ
アを核とした持続的な誘客促進につながる「交流イベント」の開催や、
販売拡大につながる特産品開発・プロモーション展開を行うとともに、拠
点エリアから本町の観光エリアである「勝浦川北岸側」への周遊観光を
促進するための「観光橋（星谷橋）」を整備する。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・観光客をターゲットとした「交流イベント」の創出、販路拡大に向けたプロモーション強化、「新
たなブランド産品」の新規開拓等
（補助金、委託料等）7,650千円
○拠点整備事業
・勝浦町ひなの里かつうら交流公園（仮称）実施設計 58,300千円
○インフラ整備事業
・星谷橋（架け替え）の施工費等 394,468千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①本町における特産品販売額及び観光消費額（＋284,474千円）
②道の駅周辺入込客数（＋30,000人）
③将来勝浦町に住みたいと思う中学生の割合（＋41.92％）
④移住者数（UIJターン）（＋24人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和８年９月公表予定

新規事業概要：「道の駅ひなの里かつうら」を核とした「にぎわい創出・中心交流拠点エリア」整備事業



申請者 徳島県佐那河内村 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,290,000千円
（120,000千円）事業類型 ソフト

事業
拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果 （仮称）佐那河内村（役場跡地）世代間交流センターを整備することで、幅広い多くの世代が交流を行い、様々な視点で地域の問題点について解
決策を見出したり、来館者が楽しみながら学びあえる機会が増やし、周辺地域から多くの人が訪れる魅力的な拠点として、持続可能なむらづくりを進める。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

野外イベントスペースや文化ホール等の施設の整備を契機として、村民はもと
より、多様な地域の主体である地域団体（老人会、婦人会など）や地域
企業（商工会議所等）と連携し、「共催イベント」や「地域協働事業」を創
り出すことで、村民が気軽に集まり交流できる施設として運営するとともに、本
村が抱える人口問題や産業の衰退を克服し、持続可能な社会を構築する
ため地域経済の活性化、雇用創出、移住・定住の促進、結婚・出産・子育
て支援、魅力ある地域づくりを多様な主体と連携し実施していく。

【R8年度事業 経費内訳】

【拠点整備事業】

・佐那河内村農業総合振興センター解体工事 120,000千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①地域の人口・世帯数（▲81人）
②年間来館者数（＋4,616人）
③イベント回数（＋312回）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和8年7月公表予定

継続事業概要：【（仮称）幅広い世代の多くの村民がつどい、交流できる施設整備事業】



申請者 徳島県神山町 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

149,490千円
（49,830千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
・自然環境・良好な景観・農林業など地域の強みを基盤に、住まい・教育・産業の再生に向けた複合的な取組を展開し、持続可能な地域構造への転換を図る。
・住環境整備や人材育成、担い手確保、地域内経済循環の構築など、分野横断の取組を連動させ、人口減少や高齢化によって生じる構造的課題の解消につなげる。
・行政・民間・地域・教育機関が協働し、将来世代へ暮らし・しごと・学び・自然環境を継承できる地域基盤を再構築し、地域の自立性と持続性を高める。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

住まい、教育、産業、景観・森林管理など、幅広い分野にわたる地域課題に対
応するため、町内の主要施策を7つの事業として体系的に実施する。すまいづくり、
人材育成、基幹産業の担い手確保、地域内経済循環の構築、自然環境・景
観の保全といった取組を総合的に進めることで、定住促進、関係人口の拡大、
一次産業の再生、地域経済の強化につなげる。
また、行政・民間・地域住民・教育機関が連携した実行体制のもと、事業間の
連動を図りながら、人口構造の改善と地域の自立性向上に資する基盤づくりを
進める。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業 （委託費49,830千円）
・すまいづくり事業 8,385 千円
賃貸物件の開発支援や景観計画の整理など、住環境の整備に向けた検討を行う。
・ひとづくり事業 34,260 千円
高校プロジェクト、留学支援、教育移住の促進、食農教育など、学びと育ちを支える取り組み
を進める。
・しごとづくり事業 760 千円
すだちワーキングホリデーを実施し、農繁期の労力確保と地域産業の支援を行う。
・関係づくり事業 6,425 千円
対話会や報告会の運営、広報発信など、町内外の関係づくりを進める。

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①社会動態（＋36人）
②0から14歳の子どもの数（＋5人）
③15歳から24歳の青年の数（＋4人）
④つなプロ関連ふるさと納税寄附額（＋6,049千円）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和８年９月公表予定

新規事業概要：まちを将来世代につなぐプロジェクト



申請者 徳島県那賀町 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

183,531千円
（75,131千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果

・那賀町の観光誘客エリア・スマート回廊の「あいあいらんど」において、「天然の森を活かした“森の遊び場”」と「森の中の巨大ドッグラン」を整備することによ
り、他地域との差別化を図り、地場産業である観光業と林産業の付加価値向上を図る。
・具体的には、エリア内における「飲食機能」や「宿泊機能」の強化に向けて、「子育て世代向け飲食店（ベーカリーレストラン等）」の整備や、現在１３
棟ある「コテージ」のうち「３棟の内部改修」及び「３棟のペット泊対応」を実施する。
・また、コンセプトに沿って、飲食店や宿泊施設の整備と地元産材を使ったお土産品開発を実施し、観光消費メニューを増やした上で、個性に乏しい現状
を打破するとともに、“自然派”と“ペット愛好家”にターゲットを絞った訴求力の高い販路を新たに開拓する。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

・那賀町きっての観光誘客エリア・スマート回廊は、飲食店や宿泊施設が少なく、
入れ込み客数の割に観光消費額は少なかった。
・今回、同エリアのアウトドア施設『あいあいらんど』のコンセプトの再設定に向けて、
自然の森を使った“森の遊び場”と“森の中の巨大ドッグラン”を整備し独自性を活
かした発信を行うとともに、飲食店や宿泊施設、地元産材を使ったお土産品など
ターゲットにフォーカスした観光消費メニューを増強することで、エリア全体の収益
化を進める。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・地域の人材を募り、ブランド力向上に向けた研修を実施（委託料）200千円
・“森のインストラクター”育成プログラム策定にかかる専門家の伴走支援（委託料）
2,000千円
・地元産材を使ったお土産品(木製ガチャ）開発（委託料）3,000千円
○拠点整備事業
・拠点施設飲料水供給施設工事 69,931千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①スマート回廊エリアにおける売上増加額（＋100,000千円）
②スマート回廊エリアにおける観光入込客数（＋19,000人）
③スマート回廊エリアにおける新規雇用者数（＋10人）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和８年７月公表予定

新規事業概要：”森の遊び場”&”森のドッグラン”開設によるターゲット限定型スマート回廊収益化事業



申請者 徳島県牟岐町 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

27,980千円
（9,040千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
・牟岐町の節目（町制施行111周年）を契機に、地域課題と文化に向き合う共創の基盤づくりを進める。
・町外の大学生や若手社会人、専門人材を地域住民と共に課題解決に参画させ、地域資源の価値を磨き上げる。
・磨き上げた地域資源をふるさと納税等の成果へ結び付け、その成果を再投資する循環を構築し、共創型ローカル拠点を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

牟岐町の地域課題や文化資源に向き合う共創の基盤づくりとして、地域全
体で価値創造や情報発信のノウハウを学ぶ機会を提供し、共創プロジェクト
の実施を支援する。大学生や若手社会人等の町外人材を継続的に受け入
れ、地域住民と連携して課題発見から実行までを共に行う体制を構築する。
さらに、共創で磨き上げた地域資源を事業化やふるさと納税等の成果へ結び
付け、その成果を文化継承や人材育成へ再投資する循環を構築することで、
共創型ローカル拠点の形成を目指す。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・共創プロジェクト推進に係る企画・運営等業務（委託料）5,700千円
・都市部等における交流イベント企画・運営業務に係る経費（委託料・手
数料・借上料） 1,300千円
・mugizine（HP）改修業務に係る委託料 1,500千円
・共創の取組を発信するための経費（印刷製本費・通信運搬費）540千
円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①関係人口（活動人口）の延べ人数（＋170人）
②プロジェクト参加者数（地域住民＋関係人口）（＋170人）
③共創プロジェクトの事業化件数（＋9件）
④ふるさと納税件数（+300件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.town.tokushima-
mugi.lg.jp/doc/2026042000011/

新規事業概要：MUGI共創プロジェクト



申請者 徳島県美波町 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

42,274千円
（16,512千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
・本事業は、SDGsを共通言語とした官民連携により「地域経済の再構築と域内循環の強化」を図るものである。
・独自のパートナー制度を軸とした企業支援や次世代育成を通じて、産業基盤の弱体化や労働力不足を解消し、地域資源から新たな価値を創出し続
ける「持続可能で活力ある共創型社会」の実現を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】

・「美波町SDGs推進パートナー制度」を核に、パートナー企業が掲げた2030年
までの目標達成に向けたSDGsに関する取組を支援する補助制度の創設、企
業間連携を促す「SDGs推進サミット」の開催、ポータルサイトによる情報発信の
強化を行う。
・また、ウミガメ保護活動等の地域資源を活用した次世代育成や専門人材の養
成、戦略的な広報活動を展開することで、多様な主体の共創を加速させ、地域
内経済の循環と持続可能な産業基盤を構築する。

【R8年度事業 経費内訳】
○ソフト事業
・美波町SDGs推進パートナーの取組支援（補助金等）6,893千円
・住民、企業、自治体が協働する「美波町SDGs推進サミット」の開催（謝礼金等）
824千円
・次世代育成を目的とした「SDGs出前授業」の実施や、「うみがめ研究クラブ」の運営（委託
料等）
5,247千円
・「美波町SDGsリビングラボポータルサイト」の運営強化（使用料）500千円
・美波町SDGs推進パートナー企業の周知・広報の強化（委託料等）2,476千円
・地域資源を活かした「ウミガメ講演会」の開催（謝礼金等）572千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①SDGsに取り組む新規起業者数（＋3業者）
②パートナー企業間の新規連携・共同プロジェクト件数（＋3件）
③SDGsに関する住民向け講座・説明会の実施回数（＋12回）
④次世代地域産業・研究体験活動の延べ実施回数（+18回）
⑤美波町SDGs推進パートナー制度の新規登録数（+9件）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和８年７月公表予定

新規事業概要：美波町SDGs共創による地域づくり推進事業



申請者 徳島県北島町 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

33,000千円
（5,500千円）事業類型 ソフト

事業 ✓ 拠点整
備事業

インフラ
整備事業

目的・効果
・地域事業者がデジタル技術を活用して全国市場へ安定的に販路を展開し、地域産業の付加価値を高め、「地域内で持続的に稼ぐ力（自走力）」を
備えた経済循環が構築されている状態を目指す。
・地域産業が外部市場から収益を得られる体制を整備し、雇用の維持・地域経済の安定につなげることを目標とする。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
事業者のEC売上拡大を図るため、EC運用に係る課題を整理し、上
流工程（ブランド設計、商品コンセプト策定）から下流工程（LP改
善、SEO対策、SNS戦略策定・運用、Web広告等）までの一貫した
「webマーケティング戦略」の実施に関して補助金による資金面の支援
をする。

【R8年度事業 経費内訳】

○ソフト事業
・地元企業（北島町内において商品の製造・販売を行う事業者）において、
webマーケティングの推進により、EC事業の販路拡大を図るため、企業が外
部専門家と連携して実施する「webマーケティング戦略」に係る経費補助
（補助金）5,500千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①補助対象事業者EC売上増加率（＋30%）
②補助対象事業者SNS_エンゲージメント率増加ポイント（＋0.3ポイント）
③補助対象事業者SNS_リーチ数増加率（＋60%）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

https://www.town.kitajima.lg.jp/do
cs/5723925.html

新規事業概要：北島町「デジタル販路活用力」向上事業



申請者 徳島県藍住町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R10年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

1,990,000千円
（758,000千円）事業類型 ソフト

事業
拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
老人福祉センター「藍翠苑」及び勤労女性センターを複合化するとともに、新たな施設機能を付加した（仮称）藍住町世代間交流施設を整備する。こ
の拠点を中核として地域コミュニティの再生と活性化を図り、町や地域に関わる住民が主体的にまちづくりに参画し、全世代が活躍できる魅力的なまちづく
りを実現する。これにより、町外流出の抑制や移住者の増加を図り、人口減少の抑制に寄与することを目的とする。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
・オープンスペースやキッズスペースを設置し、多くの人が集う心地よい
（自分の時間が楽しめる）空間を創出する。
・オープンな多目的交流室などでコミュニティ活動できる環境を整え、施
設に訪れた人の興味・関心を促す。
・活動したい人をサポートできる体制を整え、自ら行動を始める人や団
体を後押しする。

【R8年度事業 経費内訳】

○拠点整備事業
（仮称）藍住町世代間交流施設整備に係る設計・施工・監理
・設計業務 （仮称）藍住町世代間交流施設整備に係る設計 50,250千円
・建築物本体工事 （仮称）藍住町世代間交流施設整備工事 356,200千円
・建築物と不可分な設備工事 （仮称）藍住町世代間交流施設整備に係る設備工事 
343,630千円
・建築物施工監理業務 （仮称）藍住町世代間交流施設整備に係る施工監理 7,920
千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①人口の増減数（▲288人）
②年間来館者数（＋42,000人）
③（仮称）藍住町世代間交流施設で定期的に活動する地域コミュニティの
数（＋58団体）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和８年９月公表予定

継続事業概要：（仮称）藍住町世代間交流施設を中核とした持続可能なまちづくり推進事業

＜ 整備イメージ ＞



申請者 徳島県藍住町 初回採択回 令和８年１月募集

事業計画期間 R8-R11年度
期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

262,682千円
（60,303千円）事業類型 ソフト

事業
拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業

目的・効果
平成元年度のオープン以来、大規模なリニューアルが行われていない藍住町歴史館「藍の館」のコンテンツである徳島県指定有形文化
財「奥村家住宅」を改修して、新たな価値を付与し、積極的に活用を拡大することで、文化観光コンテンツを磨き上げ、地域経済の活
性化を図り、文化の創造を通じた地方創生を目指す。

事業概要・
主な経費

【事業概要】
日本遺産「藍のふるさと阿波」の中核施設である、「奥村家住宅」を改
修・機能強化することで、歴史的空間に新たな価値を吹き込み、
MICE及びユニークベニュー等の需要を創出し、新たな収入源として確
立する。また、体験メニューの刷新、周遊ルートの確立を行い、来場者
数の増加、満足度向上を図り、町内での滞在時間延長や観光消費
額向上に繋げる。

【R8年度事業 経費内訳】

・耐震補強等工事（主屋） 38,072千円
・工事監理業務（主屋）    2,376千円
・工事設計業務（離座敷）     19,855千円

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

①本町の文化観光振興を通じた観光消費額（＋20,362,000円）
②年間来館者数（＋10,000人）
③来館者の満足度（＋5％）

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

令和８年１０月公表予定

新規事業概要：藍の館「継承と創造」再生プロジェクト事業

＜ 活用イメージ ＞

＜ 奥村家住宅 ＞
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